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飯
能
戦
争
異
聞

表
題
の
「
飯
能
戦
争
異
聞
」
は
、
こ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
管
理
人
（
山
口
正
義
）
が
付
け
た
名
称
で
す
。

以
下
の
本
文
は
、『
折
々
の
言
の
葉
』（
山
口
満
著
、
ま
つ
や
ま
書
房
、
平
成
二
十
三
年
）
の
中
の
一
節
「
三
十
三
．

曾
祖
母
の
語
っ
た
事
績

六
、
飯
能
戦
争
の
事
」
を
、
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
載
せ
る
も
の
で
す
。

著
者
・
山
口
満
（
故
人
）
は
管
理
人
の
実
兄
で
、
管
理
人
は
『
折
々
の
言
の
葉
』
を
編
集
し
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
「
曾
祖
母
の
語
っ
た
事
績

飯
能
戦
争
の
事
」
の
中
に
出
て
来
る
「
能
仁
寺
山
門
前
の
一
騎
打
ち
」
等
は
、
飯

能
戦
争
に
関
す
る
資
料
の
中
で
語
ら
れ
た
こ
と
が
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
の
で
、ど
こ
ま
で
が
史
実
か
は
別
と
し
て
、

飯
能
戦
争
の
一
面
を
物
語
る
も
の
と
し
て
貴
重
と
考
え
、
こ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

こ
の
内
容
は
、
平
成
二
十
一
年
十
月
に
山
口
満
が
毛
呂
山
町
の
資
料
館
ま
つ
り
で
講
演
し
た
内
容
を
も
と
に
、
同
人

が
毛
呂
山
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
寿
会
の
「
こ
と
ぶ
き
」
に
寄
稿
し
た
も
の
で
す
。

な
お
、
次
の
関
連
資
料
が
あ
り
貴
重
で
す
。

「
振
武
軍
の
勇
士
・
杉
山
銀
之
丞
～
も
う
一
人
の
渋
沢
平
九
郎
～
」

（
内
野
勝
裕
著
、『
埼
玉
史
談
』
第

巻
第
２
号
、
平
成
二
十
二
年
七
月
）

57

曾
祖
母
の
語
っ
た
事
績

飯
能
戦
争
の
事

山
口

満

（
そ
の
一
）

（
平
成
二
十
一
年
十
二
月
）

今
年
も
、
総
合
公
園
の
晩
秋
風
情
が
増
す
な
か
で
、
町
の
「
産
業
ま
つ
り
」
が
実
施
さ
れ
た
。
前
日
は
、
朝
か
ら
の

降
雨
で
、
景
気
づ
け
の
花
火
の
打
ち
上
げ
も
な
い
淋
し
い
一
日
で
あ
っ
た
が
、
翌
日
は
好
天
と
な
っ
て
暖
か
い
晩
秋
の

一
日
と
な
り
、
大
変
な
賑
い
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

そ
の
折
の
こ
と
、
筆
者
は
全
く
見
知
ら
ぬ
数
名
の
方
か
ら
、
先
日
（
十
月
三
十
一
日
）
資
料
館
ま
つ
り
の
行
事
の
ひ

と
つ
で
あ
る
、
講
演
会
を
お
聴
き
に
な
ら
れ
た
方
か
ら
、
大
変
興
味
深
く
面
白
か
っ
た
旨
を
お
聞
き
し
ま
し
た
の
で
、

内
容
を
ぜ
ひ
「
こ
と
ぶ
き
」
に
投
稿
し
て
ほ
し
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

筆
者
は
、
一
瞬
戸
惑
い
を
感
じ
た
が
、
否
応
な
く
お
引
受
け
す
る
こ
と
に
相
成
っ
て
し
ま
っ
た
。
も
っ
と
も
、
講
題

に
関
し
て
は
「
曽
祖
母
の
語
っ
た
事
績
」
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
投
稿
す
る
つ
も
り
で
い
た
の
で
、
渡
り
に
舟
の
感
で
も

あ
っ
た
が
。

資
料
館
ま
つ
り
の
講
演
会
は
前
回
同
様
、
筆
者
の
受
け
持
ち
行
事
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
当
日
は
あ
ま
り
聞
き
馴

れ
ぬ
講
題
と
あ
っ
て
か
、
会
場
の
同
館
学
習
室
は
満
席
で
何
人
か
立
席
の
方
も
居
ら
れ
、
筆
者
に
は
あ
り
が
た
く
深
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
そ
の
聞
き
慣
れ
ぬ
講
題
と
は
「
曾
祖
母
が
語
っ
た
飯
能
戦
争
～
維
新
前
後
の
毛
呂
山
～
」
で
あ
る
。
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持
ち
時
間
の
一
時
間
半
は
、
あ
っ
と
い
う
間
の
出
来
事
で
、
終
了
後
、
お
聞
き
に
な
ら
れ
た
方
達
か
ら
「
百
四
十
年

前
と
い
う
、
あ
ま
り
遠
く
な
い
昔
、
飯
能
と
い
う
身
近
か
過
ぎ
る
地
域
で
の
出
来
事
な
の
で
、
戦
争
の
恐
怖
を
肌
で
感

じ
る
よ
う
で
し
た
」
（
六
十
代
女
性
）
、
「
こ
ん
な
片
田
舎
で
、
日
本
の
近
代
化
の
幕
明
け
と
な
っ
た
戦
争
が
行
わ
れ
た

の
か
」
（
七
十
代
男
性
）
、
と
い
っ
た
言
の
葉
を
頂
戴
し
た
。
そ
う
言
え
ば
、
筆
者
は
、
休
憩
時
間
も
忘
れ
て
話
し
た

こ
と
も
あ
っ
て
か
、
雑
言
な
ど
も
な
く
、
熱
心
に
お
聞
き
賜
り
、
帰
宅
し
て
か
ら
も
筆
者
の
目
尻
は
下
り
っ
ぱ
な
し
で

あ
っ
た
よ
う
だ
。

曽
祖
母
の
語
っ
た
飯
能
戦
争
事
績
は
、
曽
祖
母
が
十
二
才
の
時
で
あ
っ
た
か
ら
、
概
ね
記
憶
に
残
っ
て
い
た
と
思
わ

れ
る
が
、
そ
の
語
り
口
調
は
、
比
較
的
単
調
で
、
か
つ
断
片
的
な
事
績
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

従
っ
て
、
飯
能
戦
争
の
起
因
、
社
会
的
・
政
治
的
背
景
、
経
過
、
大
義
名
分
、
と
い
っ
た
よ
う
な
こ
と
は
語
ら
れ
て

い
な
い
の
で
、
本
戦
争
の
御
理
解
の
一
助
と
し
て
、
筆
者
の
拙
い
推
考
を
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。
当
を
得
て
い
る
か
心

細
い
こ
と
で
は
あ
る
が
。

飯
能
戦
争
は
、
明
治
維
新
の
幕
明
け
と
な
っ
た
「
戊
辰
戦
争
」
の
煽
り
を
受
け
た
地
域
の
小
規
模
な
戦
争
で
あ
っ
た
。

戊
辰
戦
争
と
は
、
慶
応
四
年
（
改
元
・
明
治
元
年
・
一
八
六
八
）
一
月
の
「
鳥
羽
・
伏
見
の
戦
い
」
か
ら
、
翌
年
五
月

の
箱
館
戦
争
ま
で
の
、
新
政
府
軍
対
旧
幕
諸
藩
及
び
旧
幕
臣
の
抵
抗
勢
力
と
の
戦
争
で
あ
っ
た
。

こ
の
年
、
四
月
一
日
薩
摩
藩
邸
に
お
い
て
、
史
上
有
名
な
、
西
郷
隆
盛
と
勝
海
舟
に
よ
る
「
江
戸
談
判
」
で
「
無
血

開
城
」
と
決
ま
り
、
戦
い
が
終
息
す
る
か
に
見
え
た
が
、
し
か
し
、
徳
川
恩
顧
の
一
部
幕
臣
は
、
あ
ら
た
な
抵
抗
勢
力

「
彰
義
隊
」
を
結
成
し
、
隊
長
（
頭
取
）
渋
沢
成
一
郎
、
副
隊
長
天
野
八
郎
ら
を
盟
主
と
し
て
、
上
野
山
に
立
て
篭
も

り
一
戦
を
交
え
た
が
敗
北
。
幕
府
は
す
で
に
恭
順
の
意
を
表
し
、
最
後
の
将
軍
徳
川
慶
喜
は
寛
永
寺
に
蟄
居
し
て
お
り
、

も
は
や
旧
幕
臣
を
統
率
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

彰
義
隊
は
、
旧
一
橋
田
安
家
の
関
係
者
が
中
心
で
あ
り
、
江
戸
開
城
ま
で
は
、
江
戸
市
中
見
回
り
、
徳
川
慶
喜
護
衛

等
の
任
務
に
当
っ
て
い
た
が
、
新
政
府
軍
と
の
対
立
は
解
け
て
い
な
か
っ
た
。

更
に
、
彰
義
隊
内
部
に
も
確
執
が
あ
り
、
隊
長
渋
沢
成
一
郎
と
こ
れ
に
同
意
す
る
隊
士
は
、
上
野
山
を
下
り
、
田
無

村
に
撤
退
し
た
。
そ
こ
で
新
た
に
隊
長
渋
沢
成
一
郎
、
副
隊
長
尾
高
惇
忠
、
参
謀
渋
沢
平
九
郎
等
に
よ
っ
て
「
振
武
軍
」

を
結
成
し
た
。

江
戸
の
情
勢
を
さ
ぐ
っ
て
い
た
振
武
軍
は
、
田
無
村
に
地
の
利
が
な
い
と
し
て
箱
根
ヶ
崎
へ
撤
退
し
た
が
、
そ
こ
で

五
月
十
五
日
の
新
政
府
軍
の
上
野
山
総
攻
撃
と
彰
義
隊
の
壊
滅
を
知
り
、
飯
能
に
移
駐
し
た
。
箱
根
ヶ
崎
は
、
日
光
街

道
と
青
梅
街
道
の
交
わ
る
交
通
の
要
所
で
、
飯
能
か
ら
八
王
子
方
面
に
至
る
に
は
、
必
ず
通
過
す
る
宿
場
町
で
あ
っ
た
。

こ
の
宿
場
に
、
五
月
十
二
日
か
ら
三
日
間
滞
在
し
て
い
た
振
武
軍
は
、
近
隣
村
々
か
ら
軍
資
金
、
食
料
、
人
夫
等
を

調
達
し
て
、
五
月
十
八
日
飯
能
に
現
わ
れ
た
。
飯
能
に
移
駐
し
た
理
由
は
、
こ
の
地
は
、
か
つ
て
旧
一
橋
田
安
家
の
旧

領
で
あ
っ
た
こ
と
、
更
に
、
背
後
に
秩
父
山
岳
が
連
な
り
「
背
水
の
陣
」
を
敷
く
の
に
屈
強
の
地
で
あ
っ
た
も
の
と
筆

者
は
推
考
す
る
も
の
で
あ
る
。

飯
能
に
移
駐
し
た
振
武
軍
と
村
役
人
及
び
寺
院
と
の
駆
引
き
の
結
果
、
市
内
六
ヶ
所
の
寺
院
に
分
宿
す
る
こ
と
に
な

り
、
本
陣
を
能
仁
寺
と
し
本
隊
百
五
十
名
を
、
観
音
寺
五
十
名
、
広
渡
寺
四
十
名
、
智
観
寺
百
名
、
心
応
寺
五
十
名
、

玉
宝
寺
五
十
名
等
、
い
ず
れ
も
現
在
の
市
街
地
の
寺
院
に
分
宿
駐
屯
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

（
そ
の
二
）

（
平
成
二
十
二
年
一
月
）

こ
れ
ら
の
抵
抗
勢
力
の
兵
力
は
、
資
料
に
よ
っ
て
多
少
異
な
る
も
の
の
、
お
よ
そ
六
百
人
程
度
の
も
の
で
あ
っ
た
よ

う
で
あ
る
。
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本
陣
と
定
め
た
能
仁
寺
は
、
背
後
に
羅
漢
山
（
天
覧
山
）
を
背
負
い
、
市
街
地
及
び
平
地
部
を
一
望
で
き
る
自
然
の

要
塞
を
成
し
て
お
り
、
指
揮
下
に
入
っ
た
他
の
寺
院
は
指
呼
の
間
に
あ
っ
た
。

五
月
二
十
二
日
夕
刻
、
入
間
川
の
笹
井
河
原
に
出
し
て
い
た
両
軍
の
「
物
見
」
（
斥
候
）
が
偶
然
衝
突
し
て
戦
闘
の

せ
っ
こ
う

火
ぶ
た
が
切
ら
れ
、
未
明
に
至
り
新
政
府
軍
の
進
攻
が
開
始
さ
れ
た
。
そ
の
新
政
府
軍
の
陣
立
て
を
探
る
と
、
次
の
よ

う
な
も
の
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

新
政
府
軍
参
謀
大
村
益
次
郎
は
、
軍
監
（
新
政
府
軍
目
付
け
役
・
監
督
）
の
福
岡
藩
士
尾
江
四
郎
左
衛
門
に
命
じ
、

同
月
十
五
日
に
川
越
城
に
入
っ
た
。
振
武
軍
鎮
圧
が
、
そ
の
目
的
で
あ
っ
た
が
、
「
御
総
督
の
御
指
揮
を
以
趨
令
任
」

つ
ま
り
、
御
総
督
府
の
指
令
に
従
う
意
向
の
意
思
表
示
で
あ
っ
た
か
ら
、

す
で
に
恭
順
し
て
い
た
川
越
藩
松
平
周
防
守
の
藩
兵
も
、
尾
江
四
郎
左
衛

門
の
指
揮
下
に
入
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

時
置
か
ず
、
同
月
十
七
日
川
越
城
の
軍
監
の
も
と
へ
、
「
武
州
入
間
郡
扇

町
屋
（
入
間
市
）
と
申
所
へ
脱
走
の
兵
共
四
～
五
百
人
ほ
ど
罷
越
」
と
い

う
物
見
の
兵
か
ら
の
情
報
が
も
た
ら
さ
れ
た
。

敏
速
な
軍
監
の
指
揮
で
五
十
人
の
筑
前
兵
、
二
百
人
余
の
川
越
藩
兵
は

坂
戸
村
へ
向
か
い
、
別
動
隊
と
し
て
、
同
川
越
藩
兵
二
百
人
余
が
入
間
川

に
向
っ
て
進
撃
を
開
始
し
て
、
双
方
か
ら
挟
撃
す
る
作
戦
計
画
で
あ
っ
た

と
さ
れ
る
。

し
か
し
、
振
武
軍
は
当
初
奥
多
摩
山
岳
地
帯
を
背
後
に
し
た
、
青
梅
周

辺
の
寺
院
に
立
て
籠
る
作
戦
計
画
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

だ
が
、
振
武
軍
は
青
梅
を
目
前
に
し
て
、
突
如
飯
能
に
籠
る
べ
く
、
方
向
転
換
を
し
て
し
ま
っ
た
。

振
武
軍
が
突
如
作
戦
変
更
を
し
て
し
ま
っ
た
事
由
に
関
し
て
は
、
全
く
資
料
な
ど
も
な
く
不
詳
だ
が
、
旧
主
（
一
橋

田
安
家
）
の
旧
領
地
と
い
う
「
心
安
さ
」
が
振
武
軍
幹
部
、
特
に
隊
長
の
渋
沢
成
一
郎
の
心
底
に
去
来
し
た
こ
と
に
よ

る
も
の
で
は
な
い
か
と
、
筆
者
は
推
考
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
下
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
新
政
府
軍
に
は
追
々
芸
州
、
備
前
等
の
藩
兵
も
加
わ
り
、
更
に
北
武
忍
藩

も
百
三
十
人
余
り
加
勢
出
陣
し
た
。

こ
う
し
て
、
三
千
人
と
も
い
わ
れ
る
新
政
府
軍
が
、
名
栗
、
白
子
、
鹿
山
、
扇
町
屋
と
、
そ
れ
ぞ
れ
市
街
地
を
囲
ん

で
要
路
か
ら
飯
能
へ
進
攻
す
る
手
筈
を
整
え
た
。

八
王
子
口
の
直
竹
（
名
栗
）
か
ら
は
筑
前
藩
兵
、
秩
父
口
は
川
越
藩
兵
、

鹿
山
口
は
備
前
、
忍
、
川
越
、
延
岡
等
の
諸
藩
兵
及
び
、
新
政
府
軍
の
主

力
部
隊
、
薩
摩
、
長
州
藩
兵
は
、
野
田
か
ら
双
柳
へ
と
軍
を
進
め
、
笹
井

河
原
で
の
両
軍
物
見
の
遭
遇
戦
が
あ
っ
て
か
ら
、
二
十
三
日
払
暁
、
新
政

府
軍
に
振
武
軍
総
攻
撃
作
戦
の
命
が
下
さ
れ
た
。

二
十
二
日
夕
刻
か
ら
笹
井
河
原
で
の
遭
遇
戦
、
つ
ま
り
、
戦
闘
の
初
戦

は
、
情
勢
が
振
武
軍
に
有
利
に
推
移
し
た
よ
う
で
、
一
旦
停
戦
状
態
と
な

っ
た
こ
と
か
ら
、
新
政
府
軍
幹
部
は
戸
惑
を
感
じ
、
翌
払
暁
の
総
攻
撃
を

命
じ
た
も
の
と
い
わ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
近
代
兵
器
（
重
火
器
）
、
兵
力
に
圧
倒
的
な
優
位
を
持

つ
新
政
府
軍
に
、
若
干
の
火
器
に
従
来
か
ら
の
戦
闘
方
式
、
加
う
る
に
兵
力
の
大
差
、
振
武
軍
は
抗
う
る
術
も
な
い
ま

ま
苦
戦
を
強
い
ら
れ
、
正
午
近
く
に
は
、
本
陣
の
能
仁
寺
に
着
弾
、
炎
上
し
、
つ
い
に
振
武
軍
隊
士
は
、
そ
れ
ぞ
れ
奥

能仁寺能仁寺にある飯能戦争の碑
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武
蔵
の
山
中
深
く
敗
走
し
て
し
ま
っ
た
。

飯
能
戦
争
を
報
じ
た
、
当
時
の
地
方
紙
「
此
花
新
書
」
に
よ
る
と
「
此
戦

争
夜
半
よ
り
夜
明
け
ま
で
一
度
、
ま
た
翌
早
朝
よ
り
四
ツ
過
ぎ
ご
ろ
ま
で
一
度
、
二
十
二
日
夜
よ
り
二
十
三
日
午
前
と
、

両
度
の
戦
争
な
り
と
い
う
」
と
報
じ
て
い
る
。

更
に
、
ご
く
最
近
経
眼
し
た
資
料
に
よ
れ
ば
（
資
料
銘
、
所
有
者
名
は
非
公
開
の
約
束
）「
二
十
三
日
夕
刻
に
至
り
、

夜
陰
を
待
た
ず
敗
残
の
輩
、
背
後
の
山
中
深
く
遁
走
せ
り
」
、
そ
し
て
、
「
し
か
れ
ど
も
、
官
軍
こ
れ
を
追
い
討
ち
す

る
こ
と
な
し
」
最
後
に
飯
能
戦
争
を
「
武
州
一
日
戦
争
」
と
も
書
き
残
し
て
い
る
。
新
ら
し
い
飯
能
戦
争
の
別
呼
称
名

が
確
認
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

何
と
な
く
得
心
で
き
る
別
呼
称
名
で
は
な
い
か
と
筆
者
は
思
う
も
の
で
あ
る
し
、
後
世
に
残
し
た
い
別
名
称
で
あ
ろ

う
。以

上
、
飯
能
戦
争
の
舞
台
と
な
っ
た
、
能
仁
寺
の
記
録
資
料
及
び
、
飯
能
市
立
郷
土
館
資
料
、
加
わ
う
る
に
新
資
料

発
見
等
を
参
考
に
し
て
、
更
に
筆
者
の
拙
い
若
干
の
推
考
を
加
味
し
て
、
稿
題
で
あ
る
飯
能
戦
争
の
概
要
の
記
述
を
試

み
た
訳
で
あ
る
。

（
そ
の
三
）

（
平
成
二
十
二
年
二
月
）

次
に
、
稿
題
の
示
す
曽
祖
母
が
語
っ
た
事
績
「
飯
能
戦
争
余
聞
」
（
一
部
事
績
は
祖
父
か
ら
の
経
耳
）
の
記
憶
を
、

前
述
の
戦
闘
経
緯
を
踏
ま
え
て
、
筆
者
な
り
の
考
察
を
深
め
る
こ
と
に
し
た
い
。

五
月
二
十
二
日
夕
刻
、
双
方
の
「
物
見
」
（
斥
候
）
の
兵
が
入
間
河
原
で
遭
遇
、
戦
闘
の
火
蓋
が
切
ら
れ
た
が
、
夜

に
入
り
こ
の
前
哨
戦
は
振
武
軍
有
利
に
展
開
し
た
が
、
中
断
し
て
し
ま
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

銃
、
兵
力
に
圧
倒
的
な
大
差
の
あ
る
振
武
軍
に
、
ど
う
し
て
有
利
に
動
い
た
の
か
。
そ
の
起
因
は
、
振
武
軍
が
組
織

し
た
、
我
が
国
古
来
か
ら
の
戦
闘
方
式
で
あ
る
「
抜
刀
隊
」
に
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

つ
ま
り
、
抜
刀
隊
と
は
、
夜
陰
に
ま
ぎ
れ
て
「
白
刃
」
を
も
っ
て
斬
り
込
む
「
夜
襲
戦
」
で
あ
る
。
こ
の
戦
闘
方
式

は
効
果
が
高
い
と
さ
れ
る
。
使
用
す
る
武
器
の
日
本
刀
の
柄
に
は
、
「
目
印
」
と
す
る
白
布
を
巻
き
つ
け
る
の
が
通
常

で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

い
つ
も
、
余
談
で
申
し
訳
な
い
が
、
こ
の
伝
統
的
な
「
斬
り
込
み
夜
襲
戦
」
は
、
か
の
太
平
洋
戦
争
に
お
い
て
も
そ

の
効
果
は
極
め
て
高
か
っ
た
。

つ
ま
り
、
当
時
の
米
軍
は
、
日
本
軍
の
銃
、
火
器
に
よ
る
戦
闘
方
式
よ
り
も
、
こ
の
白
刃
に
よ
る
「
斬
り
込
み
夜
襲

作
戦
」
が
最
大
の
恐
怖
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
肯
定
さ
れ
る
。

抜
刀
隊
の
力
戦
に
よ
っ
て
、
い
っ
時
、
有
利
に
動
い
た
戦
況
も
、
未
明
か
ら
の
新
政
府
軍
総
攻
撃
に
よ
っ
て
、
わ
ず

か
一
日
で
奥
武
蔵
山
中
に
敗
走
し
た
。

振
武
軍
の
組
織
し
た
抜
刀
隊
は
、
一
番
隊
か
ら
六
番
隊
（
隊
士
二
十
五
名
前
後
）
に
編
制
さ
れ
て
い
た
。
一
・
二
・

六
番
隊
は
本
陣
詰
め
、
三
・
四
・
五
番
隊
は
実
戦
配
置
、
戦
闘
に
備
え
た
と
伝
え
る
。

彼
等
の
立
て
籠
も
っ
た
飯
能
地
方
は
、
旧
・
一
橋
田
安
家
領
で
あ
り
、
そ
の
範
囲
は
旧
多
摩
、
青
梅
、
高
麗
、
入
間

（
一
部
）
に
及
ぶ
、
往
古
か
ら
尚
武
の
気
風
が
た
だ
よ
い
、
就
中
、
明
治
維
新
の
頃
に
は
、
身
分
を
こ
え
て
「
剣
の
道
」

を
極
め
る
若
者
が
多
か
っ
た
。

多
摩
日
野
宿
「
天
然
理
心
流
」
（
新
撰
組

近
藤
勇
隊
長
、
土
方
歳
三
副
長
等
が
学
ぶ
）
、
多
摩
成
木
村
（
小
野
派

一
刀
流
）
、
同
青
梅
村
、
高
麗
宿
（
甲
源
一
刀
流
）
、
吾
野
宿
（
北
辰
一
刀
流
）、
浅
羽
（
小
野
派
一
刀
流
）
な
ど
で
あ

っ
た
。（
祖
父
の
話
）

再
度
余
談
で
恐
縮
で
あ
る
が
、
甲
源
一
刀
流
と
い
え
ば
、
古
今
最
長
編
小
説
、
中
里
介
山
の
「
大
菩
薩
峠
」
を
思
い
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起
す
方
も
居
ら
れ
よ
う
。
主
人
公
の
机
龍
之
介
は
、
甲
源
一
刀
流
の
名
手
で
、
そ
の
秘
剣
と
さ
れ
る
「
音
無
し
の
構
え
」

は
架
空
の
も
の
で
は
な
く
、
実
在
の
同
流
派
の
秘
剣
で
あ
っ
た
と
、
ず
っ
と
以
前
に
経
眼
し
た
記
憶
が
あ
る
。

元
も
と
、
こ
の
流
派
は
、
中
世
末
期
甲
州
浪
人
逸
見
若
狭
守
が
秩
父
両
神
に
居
住
、
秩
父
、
多
摩
地
域
に
広
め
た
「
地

方
（
じ
か
た
）
流
派
の
剣
」
と
さ
れ
て
い
る
。（
祖
父
の
話
）
こ
れ
ら
の
、
流
派
を
学
ん
だ
地
域
の
門
弟
達
を
徴
発
動

員
し
て
、
振
武
軍
は
兵
力
増
進
を
意
図
し
た
。

曽
祖
母
の
語
り
に
よ
る
と
、
筆
者
の
地
域
か
ら
も
次
の
人
々
が
徴
発
動
員
さ
れ
て
い
る
。
葛
貫
地
区

宿
谷
数
馬
（
小

野
派
一
刀
流
・
甲
源
一
刀
流
）
宿
谷
地
区

市
川
龍
太
郎
（
北
辰
一
刀
流
）
大
谷
木
地
区

大
谷
木
季
利
（
医
師
・
救

護
）

高
麗
宿

杉
山
銀
之
丞
（
甲
源
一
刀
流
・
比
留
間
道
場
師
範
代
）

振
武
軍
に
動
員
さ
れ
た
当
地
区
の
宿
谷
数
馬
、
市
川
龍
太
郎
は
、
六
番
隊
士
と
し
て
、
本
陣
詰
と
な
っ
た
が
、
予
想

に
反
し
あ
っ
け
な
い
幕
切
れ
と
な
っ
て
実
戦
に
及
ば
ぬ
ま
に
故
地
に
帰
っ
た
。
高
麗
宿
比
留
間
道
場
か
ら
動
員
さ
れ
た

杉
山
銀
之
丞
は
、
師
範
代
と
い
う
剣
の
使
い
手
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
三
番
隊
副
隊
長
を
命
ぜ
ら
れ
、
前
夜
入
間
河
原
で

戦
い
、
翌
日
は
本
陣
指
揮
下
に
入
っ
た
。

彼
は
、
敗
戦
濃
く
な
っ
た
正
午
近
く
、
一
計
を
按
じ
た
。
そ
れ
は
、
能
仁
寺
山
門
を
人
ひ
と
り
が
、
や
っ
と
通
れ
る

だ
け
開
扉
し
て
、
そ
の
裏
側
に
ひ
そ
み
進
攻
し
て
く
る
新
政
府
軍
兵
士
三
名
を
、
連
続
斬
り
倒
し
て
し
ま
っ
た
。

思
わ
ぬ
事
態
に
、
新
政
府
軍
隊
長
は
、
自
軍
の
中
で
随
一
の
「
使
い
手
」
と
彼
の
杉
山
銀
之
丞
と
の
一
騎
打
ち
に
持

ち
込
ん
だ
。
一
騎
打
ち
で
は
「
五
合
の
太
刀
筋
」
で
杉
山
銀
之
丞
は
右
肩
か
ら
斬
り
倒
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
が
、
相
手

も
左
手
首
に
手
傷
を
負
っ
た
そ
う
だ
。
五
合
の
太
刀
筋
と
は
、
五
度
の
刃
合
わ
せ
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
五
回
目
の
斬
り

合
い
で
、
右
肩
に
相
手
の
日
本
刀
を
受
け
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
一
騎
打
ち
が
、
飯
能
戦
争
に
お
け
る
最
高
場

面
「
能
仁
寺
山
門
前
の
修
羅
場
」
と
い
っ
て
曽
祖
母
か
ら
語
り
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

わ
ず
か
一
日
で
敗
走
し
た
振
武
軍
に
対
す
る
「
落
人
詮
議
」
は
、
小
さ
な
抵
抗
勢
力
の
内
乱
で
あ
り
、
詮
議
は
比
較

的
ゆ
る
や
か
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
敗
走
隊
士
を
土
蔵
に
匿
っ
た
農
家
（
市
川
氏
、
小
山
氏
）
の
二
戸
が
権
現
堂
地

区
に
実
在
し
て
い
る
。
二
ヶ
月
ほ
ど
で
、
詮
議
が
薄
れ
、
立
去
る
折
に
、
御
礼
の
意
味
か
市
川
氏
に
は
、
差
料
（
短
刀
）

一
口
、
銘
、
盛
光
（
現
存
）
を
贈
っ
て
い
る
。
こ
の
盛
光
は
大
変
出
来
が
上
々
で
、
先
年
あ
る
刀
剣
展
に
出
展
し
、
筆

者
も
経
眼
し
て
い
る
。
小
山
氏
に
は
、
後
日
落
人
か
ら
徳
川
家
家
紋
入
り
の
茶
器
を
贈
ら
れ
た
そ
う
で
あ
る
。

（
そ
の
四
）

（
平
成
二
十
二
年
三
月
）

曽
祖
母
の
語
っ
た
飯
能
戦
争
事
績
の
経
耳
は
、
何
せ
六
十
数
年
前
の
記
憶
で
あ
り
、
か
つ
断
片
的
な
語
り
口
調
で
あ

っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
本
稿
の
推
移
は
、
必
ず
し
も
適
正
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
御
理
解
を
賜
り
た
き
こ

と
で
あ
る
。

曽
祖
母
が
語
っ
た
本
事
件
事
績
を
も
う
少
々
…

筆
者
の
地
域
か
ら
、
徴
発
動
員
さ
れ
た
大
谷
木
季
利
医
師
は
、
戦
闘
中
に
振
武
軍
負
傷
者
の
救
護
に
あ
た
っ
た
が
、

本
事
件
終
結
後
は
、
新
政
府
軍
が
、
接
収
し
た
、
鹿
山
宿
の
或
る
旅
寵
（
は
た
ご
・
旅
館
）
で
、
指
示
に
従
い
、
双
方

の
負
傷
者
（
十
六
名
）
の
治
療
に
あ
た
っ
た
そ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
任
期
は
約
半
年
間
に
及
ん
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。

本
事
件
か
ら
三
年
後
、
大
谷
木
医
師
は
、
こ
の
こ
と
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
明
治
新
政
府
か
ら
「
金
二
両
」
が
下
賜

さ
れ
た
そ
う
で
あ
る
。

思
わ
ぬ
下
賜
金
を
手
中
に
し
た
大
谷
木
医
師
は
、
先
年
鹿
山
宿
で
の
治
療
介
護
体
験
か
ら
、
こ
の
下
賜
金
を
利
用
し
、

冬
期
前
面
の
大
谷
木
川
に
「
製
氷
場
」
を
設
置
採
氷
し
て
、
自
宅
裏
の
小
さ
な
「
氷
蔵
」
（
こ
お
り
ぐ
ら
）
に
貯
蔵
、

夏
期
の
患
者
に
無
料
で
提
供
し
た
と
い
わ
れ
、
大
谷
木
医
師
に
対
す
る
、
地
域
住
民
の
信
頼
は
厚
か
っ
た
と
、
曽
祖
母
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が
語
っ
て
い
た
記
憶
が
あ
る
。

次
に
、
飯
能
戦
争
の
主
人
公
的
な
存
在
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
杉
山
銀
之
丞
の
出
自
に
関
し
て
、
曽
祖
母
は
意
外
な
事

績
を
語
っ
て
く
れ
た
。

彼
は
、
高
麗
宿
近
隣
の
旧
平
沢
村
の
旧
家
横
手
氏
一
族
の
出
生
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
子
供
の
頃
か
ら
「
剣
の
道
」

を
好
み
、
十
六
才
で
名
声
の
高
か
っ
た
高
麗
宿
比
留
間
道
場
（
甲
源
一
刀
流
）
に
入
門
し
た
が
、
上
達
が
早
く
、
五
年

後
に
は
比
留
間
道
場
師
範
代
（
道
場
主
の
代
稽
古
）
を
勤
め
る
ま
で
の
腕
前
と
な
っ
た
。
当
時
、
高
麗
宿
、
日
野
宿
（
都

下
）
周
辺
で
は
、
彼
と
互
角
に
「
立
ち
合
う
」
こ
と
の
で
き
る
若
者
は
、
ほ
と
ん
ど
見
当
ら
な
か
っ
た
そ
う
だ
。

更
に
、
彼
は
、
剣
の
修
行
の
か
た
わ
ら
、
学
問
を
高
麗
神
社
宮
司
家
に
学
ん
だ
そ
う
だ
。
つ
ま
り
、
世
に
い
う
「
文

武
」
に
す
ぐ
れ
た
人
物
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

時
経
て
、
そ
ん
な
彼
を
待
ち
受
け
て
い
た
こ
と
は
、
一
橋
田
安
家
旧
領
（
高
麗
、
飯
能
、
青
梅
、
八
王
子
、
日
野
の

各
宿
等
）
か
ら
の
振
武
軍
隊
士
と
し
て
の
徴
発
動
員
要
請
で
あ
っ
た
。

比
留
間
道
場
か
ら
は
、
彼
の
外
に
門
弟
の
中
か
ら
「
腕
の
立
つ
」
三
名
が
振
武
軍
徴
発
動
員
に
応
じ
た
そ
う
だ
が
、

彼
は
応
募
に
先
立
ち
、
古
来
か
ら
高
麗
宿
一
の
名
門
と
名
高
い
「
杉
山
氏
」
の
養
子
に
入
り
、
旧
姓
「
横
手
銀
十
郎
」

改
め
「
杉
山
銀
之
丞
」
と
名
乗
り
、
振
武
軍
隊
士
に
応
募
し
た
そ
う
だ
。

名
前
の
一
字
「
丞
」
は
養
子
家
杉
山
氏
世
襲
名
の
一
字
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
拝
領
用
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
つ
ま

り
、
高
麗
宿
一
の
名
門
杉
山
氏
の
身
内
で
あ
る
と
い
う
、
証
で
あ
ろ
う
。
か
れ
の
「
諱
」
（
い
み
な
、
本
名
）
に
関
し

て
は
、
ま
っ
た
く
詳
か
で
な
い
が
、
「
吉
永
」「
義
永
」
（
よ
し
な
が
）
と
曽
祖
母
は
語
っ
て
い
た
よ
う
な
記
憶
が
あ
る

が
、
正
確
な
諱
は
定
か
で
な
い
よ
う
だ
。

比
留
間
道
場
か
ら
徴
発
動
員
に
応
じ
た
門
弟
三
名
の
そ
の
後
に
関
す
る
事
績
は
、
残
念
な
が
ら
曽
祖
母
は
語
る
こ
と

は
な
か
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
。

杉
山
銀
之
丞
の
出
自
、
及
び
飯
能
戦
争
の
経
緯
を
、
曽
祖
母
は
こ
の
様
に
語
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
事
績
を
踏
ま

え
て
、
筆
者
の
推
考
を
深
め
た
い
。

後
世
、
振
武
軍
随
一
の
「
剣
の
名
手
」
と
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
杉
山
銀
之
丞
と
、
一
騎
打
ち
の
勝
負
に
賭
け

た
、
新
政
府
軍
剣
士
と
は
、
ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
っ
た
か
、
ま
っ
た
く
謎
に
包
ま
れ
て
い
て
後
世
に
伝
え
ら
れ
て
い

な
い
の
で
あ
る
。

飯
能
戦
争
の
圧
巻
と
さ
れ
る
、
こ
の
「
果
し
合
い
」
を
曽
祖
母
は
相
手
方
を
「
官
軍
無
双
の
凄
腕
（
す
ご
う
で
）
の

使
い
手
」
と
語
る
の
み
で
あ
る
。

だ
が
、
筆
者
は
曽
祖
母
の
語
る
「
凄
腕
の
使

い
手
」
に
何
か
隠
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
気
に
な

る
。
確
認
と
な
る
資
料
等
は
見
当
た
ら
な
い
し
、

筆
者
の
拙
い
推
測
の
域
内
の
こ
と
の
思
惑
で
あ

る
が
。

並
み
居
る
、
明
治
政
府
高
官
で
「
凄
腕
の
使

い
手
」
と
い
え
ば
、
維
新
の
動
乱
で
抜
群
の
活

躍
を
し
た
鹿
児
島
藩
士
「
薩
摩
示
現
流
」
無
双

の
達
人
で
、
後
に
熊
本
鎮
台
司
令
長
官
と
な
っ

た
陸
軍
少
将
桐
野
利
秋
で
は
な
か
っ
た
か
。
こ

れ
を
裏
付
け
る
か
の
よ
う
に
、
か
れ
の
若
年
の
姓
名
は
「
中
村
半
次
郎
」
で
、
人
呼
ん
で
「
人
斬
り
の
半
次
郎
」
の
異

名
を
持
ち
幾
多
の
実
戦
体
験
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
筆
者
は
何
と
な
く
、
得
心
で
き
る
よ
う
で
な
ら
な
い
。

杉山銀之丞の肖像画（岩沢琢

堂画、新毛呂山町史より）
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敗
走
隊
士
を
土
蔵
に
匿
っ
た
感
謝
の
心
か
ら
贈
っ
た
と
さ
れ
る
短
刀
は
、
中
心
（
な
か
ご
）
に
「
盛
光
」
と
刀
匠
銘

が
あ
っ
た
。
約
六
百
年
前
の
備
前
長
船
盛
光
の
作
で
、
通
常
「
二
字
銘
盛
光
」
と
い
わ
れ
極
め
て
出
来
の
優
れ
た
、
世

上
に
名
高
い
刀
匠
の
短
刀
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
名
刀
を
所
持
で
き
た
隊
士
は
、
よ
ほ
ど
大
身
で
千
石
以
上

の
旗
本
で
あ
ろ
う
。
一
方
の
小
山
氏
の
場
合
も
同
様
で
あ
っ
た
と
、
筆
者
は
推
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

以
上
、
曽
祖
母
の
語
っ
た
飯
能
戦
争
の
大
ま
か
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
身
近
な
地
域
の
歴
史
は
星
霜
の
中
で

「
ま
ぼ
ろ
し
の
伝
承
」
と
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
ろ
う
か
。

如
月
二
十
四
日

誌

（
そ
の
五
）

（
平
成
二
十
二
年
四
月
）

曽
祖
母
の
語
っ
た
事
績
、
飯
能
戦
争
に
関
し
て
、
前
号
で
拙
稿
の
ま
ま
、
結
稿
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
脱
稿
後

の
曽
祖
母
か
ら
の
思
い
起
し
た
事
績
、
拙
稿
を
経
眼
な
さ
れ
た
方
々
か
ら
の
御
質
問
、
本
戦
争
の
新
た
な
情
報
等
を
、

更
に
は
、
筆
者
の
拙
い
思
惑
を
踏
ま
え
て
「
曽
祖
母
の
語
っ
た
飯
能
戦
争
」
を
結
稿
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

前
述
の
よ
う
に
、
本
戦
争
で
俄
か
に
、
抵
抗
勢
力
振
武
軍
の
主
人
公
的
な
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
杉
山
銀
之
丞

に
わ

の
最
期
の
事
績
に
関
し
て
、
や
っ
と
、
曽
祖
母
が
語
っ
た
記
憶
が
よ
み
が
え
っ
た
。
敗
色
濃
く
な
っ
た
昼
近
く
、
官
軍

「
凄
腕
の
使
い
手
」
と
杉
山
銀
之
丞
と
の
「
果
し
合
い
」
で
は
、
両
者
の
剣
は
伯
仲
し
た
互
角
の
技
量
で
あ
っ
た
が
、

前
述
の
よ
う
に
「
五
合
の
太
刀
筋
」
で
右
肩
か
ら
斬
り
倒
さ
れ
数
刻
で
息
を
引
き
と
っ
た
そ
う
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
即
死
に
近
い
状
態
で
斬
り
倒
さ
れ
た
そ
う
で
あ
る
。
通
常
的
な
「
果
し
合
い
」
で
あ
れ
ば
、
斬
り
倒
す
ま

で
に
至
ら
な
い
と
さ
れ
る
が
、
し
か
ら
ば
、
彼
の
受
け
た
太
刀
筋
は
、
い
か
な
る
流
派
の
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
や
は
り

「
薩
摩
示
現
流
」
で
は
な
か
っ
た
か
と
、
筆
者
は
推
測
す
る
も
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
小
手
先
の
技
を
用
い
ず
、
全
身
で
相
手
に
ぶ
つ
か
り
斬
り
倒
す
、
示
現
流
極
意
と
さ
れ
る
「
捨
て
身
の
剣
」

で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

従
っ
て
、
彼
の
相
手
は
、
前
述
の
よ
う
に
確
証
の
な
い
ま
ま
の
思
惑
で
恐
縮
で
あ
る
が
「
人
斬
り
半
次
郎
」
こ
と
「
桐

野
利
秋
」
で
は
な
か
っ
た
か
。
仮
に
異
な
っ
た
と
し
て
も
、
旧
鹿
児
島
藩
士
中
の
示
現
流
名
手
が
相
手
で
あ
っ
た
可
能

性
が
高
い
の
で
は
な
い
か
と
筆
者
は
推
考
す
る
も
の
で
あ
る
。

因
み
に
、
筆
者
が
彼
の
相
手
と
推
考
す
る
桐
野
利
秋
は
、
本
戦
争
か
ら
十
年
後
の
明
治
十
年
（
一
八
七
七
年
）
我
が

国
最
後
の
内
乱
で
あ
る
「
西
南
の
役
」
（
戦
争
）
で
西
郷
隆
盛
と
旧
鹿
児
島
藩
士
達
の
「
抜
刀
隊
」
の
隊
長
と
し
て
、

か
つ
て
の
部
下
、
今
は
熊
本
鎮
台
司
令
長
官
「
谷
千
城
」
（
た
に
た
て
き
）
率
い
る
官
軍
と
史
上
名
高
き
「
田
原
坂
」

の
激
闘
に
及
ん
だ
が
、
奮
戦
の
末
、
田
原
坂
の
露
と
消
え
た
。

本
旨
に
も
ど
っ
て
、
こ
の
果
し
合
い
は
、
政
府
軍
隊
長
の
筋
書
き
が
あ
っ
た
と
、
曽
祖
母
は
語
っ
て
い
た
記
憶
が
あ

る
。
残
念
な
が
ら
忘
れ
て
し
ま
い
、
何
と
し
て
も
思
い
起
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
だ
が
、
筆
者
の
思
惑
を
述
べ
る
な
ら

ば
、
政
府
軍
隊
長
の
筋
書
は
、
銃
を
使
用
す
れ
ば
処
理
は
極
め
て
簡
単
な
こ
と
で
あ
る
が
、
あ
え
て
果
し
合
い
に
持
ち

込
ん
だ
こ
と
は
、
彼
が
「
地
方
（
じ
か
た
）
剣
法
」
で
あ
っ
て
も
甲
源
一
刀
流
の
名
手
と
し
て
の
人
望
、
何
よ
り
も
甲

源
一
刀
流
「
太
刀
筋
」
の
見
極
め
、
更
に
は
、
彼
に
た
い
す
る
「
武
士
道
」
的
な
「
思
い
や
り
の
心
」
の
意
図
が
隠
さ

れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

仮
に
こ
の
よ
う
に
理
解
す
る
と
「
命
の
遺
取
り
」
で
あ
る
悲
惨
な
「
修
羅
場
」
の
出
来
事
と
し
て
、
単
純
に
片
付
け

る
こ
と
の
で
き
な
い
何
か
が
あ
る
よ
う
に
筆
者
は
思
え
て
な
ら
な
い
。
修
羅
場
と
化
し
た
、
果
し
合
い
の
次
第
は
、
直

ち
に
杉
山
、
横
手
両
氏
に
も
た
ら
さ
れ
、
遺
体
の
引
取
り
を
要
請
さ
れ
た
が
、
両
氏
と
も
、
後
々
の
関
わ
り
を
恐
れ
て

か
、
言
を
左
右
に
し
て
、
非
情
に
も
こ
れ
を
拒
否
し
た
そ
う
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
唯
一
人
母
親
（
名
前
不
詳
）
の
み
は
、
母
子
の
情
忍
び
が
た
く
、
今
は
変
り
果
て
た
我
が
子
の
遺
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体
を
泣
く
泣
く
引
取
り
、
横
手
氏
の
菩
提
寺
（
寺
名
不
詳
）
墓
地
に
埋
葬
し
た
そ
う
だ
。

悠
久
の
歴
史
は
、
幾
星
霜
を
経
る
も
、
彼
の
「
反
乱
隊
士
」
の
汚
名
の
重
圧
は
、
拭
い
去
る
こ
と
は
な
い
の
だ
ろ
う

か
。
人
の
世
の
無
常
の
風
は
、
わ
び
し
く
も
「
物
の
哀
れ
」
を
知
ら
さ
れ
る
。

こ
ん
な
想
い
が
筆
者
の
胸
中
を
よ
ぎ
る
が
、
先
日
、
彼
の
新
し
い
情
報
を
史
友
の
内
野
先
生
か
ら
経
耳
し
た
。
彼
の

肖
像
画
が
高
麗
宿
に
実
在
「
筆
の
者
」（
画
家
名
）
は
何
と
筆
者
の
地
域
の
郷
土
画
家
「
岩
沢
琢
堂
」
だ
そ
う
で
あ
る
。

情
報
の
み
で
原
本
の
確
認
に
至
っ
て
い
な
い
が
、
杉
山
銀
之
丞
の
新
た
な
人
物
像
が
期
待
さ
れ
る
、
貴
重
な
資
料
の
発

見
で
、
筆
者
も
是
非
と
も
経
眼
し
た
い
と
願
っ
て
い
る
。

次
に
、
本
稿
に
関
し
て
「
一
橋
田
安
家
」
及
び
「
渋
沢
氏
」
の
御
質
問
を
頂
戴
し
ま
し
た
の
で
、
少
々
。
一
橋
家
は

徳
川
将
軍
家
の
分
家
。
田
安
家
、
清
水
家
と
と
も
に
徳
川
御
三
卿
の
一
つ
。
八
代
将
軍
吉
宗
の
四
男
宗
尹
が
江
戸
城
一

橋
門
内
に
居
住
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
石
高
十
万
石
の
采
地
（
領
地
）
は
、
多
摩
、
入
間
川
流
域
に
広
が
る
肥
沃
な
地

で
あ
っ
た
。
振
武
軍
は
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
飯
能
地
域
に
拠
点
を
求
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
一
橋
家
か
ら
は
、

十
一
代
、
十
五
代
将
軍
を
輩
出
し
て
い
る
。

渋
沢
氏
は
、
利
根
川
南
岸
、
大
里
郡
血
洗
島
（
現
深
谷
市
）
の
豪
農
の
出
自
で
、
振
武
軍
隊
長
渋
沢
誠
一
郎
、
参
謀

渋
沢
平
九
郎
（
黒
山
で
自
刃
）
は
一
橋
家
下
級
家
臣
で
あ
っ
た
。
明
治
の
実
業
界
の
大
御
所
渋
沢
栄
一
は
渋
沢
宗
家
の

出
自
で
あ
る
。

最
後
に
、
川
越
市
大
字
笠
幡
字
隠
ケ
谷
戸
は
、
飯
能
戦
争
落
人
が
定
住
し
た
こ
と
か
ら
の
地
名
で
あ
る
そ
う
だ
。
以

上
で
曽
祖
母
の
語
っ
た
飯
能
戦
争
事
績
を
終
稿
と
し
た
い
。
何
せ
半
世
紀
を
越
え
る
以
前
の
経
耳
、
不
備
は
免
れ
ぬ
こ

と
御
理
解
願
う
の
み
で
あ
る
。

（
そ
の
六
）

（
平
成
二
十
二
年
六
月
）

昨
年
秋
、
町
資
料
館
ま
つ
り
の
恒
例
行
事
の
一
つ
と
な
っ
た
講
演
会
を
、
請
わ
れ
る
ま
ま
、
お
引
き
受
け
し
て
し
ま

っ
た
講
題
に
関
し
て
、
筆
者
は
先
号
を
も
っ
て
終
稿
と
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
、
数
名
の
方
々
か
ら
御
質
問
、
お
問
合

せ
等
を
頂
戴
し
た
。

筆
者
が
、
半
世
紀
以
上
も
前
、
つ
ま
り
、
小
学
校
低
学
年
の
頃
、
曽
祖
母
か
ら
経
耳
し
た
飯
能
戦
争
事
績
が
拙
稿
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
事
態
と
相
成
っ
た
こ
と
に
、
い
さ
さ
か
戸
惑
い
を
実
感
し
て
い
る
昨
今
で
あ
る
が
、
そ

の
反
面
、
資
料
等
は
実
在
す
る
も
の
の
、
歴
史
の
流
れ
は
急
速
を
極
め
、
飯
能
戦
争
事
績
伝
承
も
、
や
が
て
忘
却
の
彼

方
に
消
え
失
せ
る
こ
と
に
、
若
干
の
歯
止
め
を
か
け
た
、
い
わ
ば
本
戦
争
事
績
再
検
証
の
「
火
付
け
役
」
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
こ
と
に
対
す
る
、
あ
る
種
の
思
惑
が
、
筆
者
の
胸
中
を
去
来
し
た
こ
と
も
事
実
で
あ
っ
た
。

筆
者
の
、
戸
惑
い
思
惑
は
さ
て
置
き
、
先
号
を
も
っ
て
一
応
終
稿
と
し
た
の
で
、
本
稿
は
筆
者
の
存
念
で
大
変
恐
縮

で
あ
る
が
「
補
稿
」
も
し
く
は
「
あ
と
書
き
」
と
し
て
稿
を
深
め
る
こ
と
に
し
た
い
。

数
名
の
方
か
ら
頂
戴
し
た
御
質
問
の
な
か
か
ら

飯
能
戦
争
に
遭
遇
し
た
、
曽
祖
母
は
十
二
才
の
少
女
で
あ
っ
た
よ
う
な
の
で
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
戦
い
の
現
場
、

つ
ま
り
、
最
も
悲
惨
な
「
修
羅
場
」
を
目
撃
し
て
い
な
い
こ
と
「
女
の
身
」
で
あ
り
な
が
ら
、
事
態
の
経
緯
及
び
、
戦

闘
用
語
（
例
、
五
合
の
太
刀
筋
、
果
し
合
い
）
な
ど
、
当
時
の
情
報
を
克
明
に
、
記
憶
し
て
い
た
こ
と
が
、
少
々
不
可

解
と
い
っ
た
主
旨
の
御
質
問
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

そ
の
頃
、
曽
祖
母
は
「
読
み
書
き
・
そ
ろ
ば
ん
」
の
ほ
か
。
女
子
の
特
技
で
あ
る
「
和
裁
」
を
習
得
す
べ
く
、
毛
呂

宿
の
寺
子
屋
「
伊
藤
塾
」
に
泊
り
込
み
の
生
活
を
し
て
い
た
が
、
開
戦
の
三
日
前
頃
か
ら
毛
呂
宿
に
駐
屯
し
て
い
た
少

数
の
新
政
府
軍
の
動
き
が
慌
た
だ
し
く
な
り
、
本
戦
争
終
息
ま
で
の
約
一
ヶ
月
間
は
生
家
に
帰
さ
れ
た
。
周
辺
住
民
は
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昼
間
、
仕
事
以
外
は
外
出
を
自
粛
、
夜
間
は
戸
締
り
を
固
く
し
、
ひ
っ
そ
り
と
暮
す
生
活
を
予
義
な
く
さ
れ
た
そ
う
で

あ
る
。
御
質
問
の
主
旨
を
裏
付
け
る
よ
う
な
、
曽
祖
母
の
語
り
草
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

し
か
ら
ば
、
曽
祖
母
は
い
か
に
し
て
、
飯
能
戦
争
の
情
報
を
入
手
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
筆
者
も
経
耳
し
た
子
供
の
こ

ろ
に
は
不
可
解
で
な
ら
な
か
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
後
年
祖
父
か
ら
の
、
次
の
よ
う
な
言
の
葉
か
ら
納
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
飯
能
戦
争
か
ら
二
十

数
年
後
の
明
治
中
期
、
曽
祖
母
の
義
姪
が
、
か
つ
て
杉
山
銀
之
丞
が
生
れ
育
っ
た
、
旧
平
沢
村
（
現
・
日
高
市
大
字
平

沢
字
久
保
ヶ
谷
戸
）
「
鹿
川
氏
」
に
嫁
入
り
し
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
甥
が
、
あ
ろ
う
こ
と
か
、
杉
山
銀
之
丞
の
生

家
「
横
手
氏
」
一
族
（
生
家
で
は
な
い
）
に
婿
入
り
し
て
い
る
こ
と
か
ら
の
情
報
源
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

つ
ま
り
、
親
戚
、
身
内
等
が
集
う
「
盆
・
正
月
」
と
い
っ
た
席
で
、
た
ま
た
ま
、
飯
能
戦
争
が
話
題
に
上
っ
た
折
に

入
手
し
た
情
報
で
あ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
後
年
曽
祖
母
が
、
筆
者
に
「
寝
話
」
と
し
て
、
語
っ
て
く
れ
た

も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
曽
祖
母
の
語
っ
た
飯
能
戦
争
事
績
は
、
か
な
り
信
用
性
の
高
い
、
事
績
伝
承
で
あ
ろ
う
と
、

筆
者
は
推
考
肯
定
す
る
こ
と
に
、
い
さ
さ
か
も
、
戸
惑
う
こ
と
は
な
い
。

次
に
、
筆
者
が
「
剣
の
道
」
に
大
変
造
詣
が
深
い
よ
う
だ
が
、
や
は
り
曽
祖
母
か
ら
の
経
耳
で
あ
ろ
う
か
と
の
御
質

問
を
複
数
の
方
か
ら
頂
戴
し
た
。

御
質
問
の
主
旨
の
粗
方
は
祖
父
か
ら
経
耳
し
た
も
の
で
あ
る
。
祖
父
は
、
日
露
戦
役
に
陸
軍
騎
兵
隊
（
原
隊
・
千
葉

県
習
志
野
騎
兵
隊
第
十
六
連
隊
）
と
し
て
従
軍
、
実
戦
体
験
し
て
い
る
。
周
知
の
よ
う
に
騎
兵
隊
は
、
馬
上
か
ら
サ
ー

ベ
ル
（
洋
式
軍
刀
）
を
武
器
に
敵
陣
に
斬
り
込
む
、
集
団
戦
法
部
隊
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
祖
父
の
こ
の
よ
う
な
軍
隊
生
活
に
と
も
な
う
素
因
か
ら
、
剣
の
道
に
造
詣
が
あ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
筆

者
は
推
考
す
る
も
の
で
あ
る
。

御
質
問
の
次
は
、
稿
中
の
剣
の
道
用
語
の
解
説
を
御
願
い
し
た
い
と
の
こ
と
で
あ
る
の
で
少
々
…
…

「
果
し
合
い
」
一
対
一
の
決
闘
で
あ
る
。
江
戸
時
代
仇
討
ち
も
、
同
意
語
と
さ
れ
て
い
た
。

「
凄
腕
の
使
い
手
」
剣
の
達
人
、
名
人
、
名
手
と
い
わ
れ
る
人
達
を
指
す
意
味
が
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
筆
者
は
曽
祖
母

か
ら
直
接
経
耳
し
た
記
憶
が
あ
る
の
で
、当
時
か
ら
よ
く
通
常
的
な
言
の
葉
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

「
太
刀
筋
」
こ
の
言
の
葉
に
は
複
数
の
解
釈
が
あ
る
よ
う
だ
。
そ
れ
ぞ
れ
の
剣
の
流
派
が
最
も
得
意
と
す
る
「
技
」
各

流
派
の
「
決
ま
り
手
」
「
隠
し
技
」
、
人
そ
れ
ぞ
れ
が
習
得
し
た
流
派
名
等
の
意
味
が
あ
る
。
因
み
に
、
広
辞
苑
は
太

刀
筋
を
「
太
刀
の
使
い
方
」
と
定
義
し
て
い
る
。
例
言
す
れ
ば
「
杉
山
銀
之
丞
の
太
刀
筋
（
流
派
）
」
は
「
甲
源
一
刀

流
」
そ
の
「
甲
源
一
刀
流
の
太
刀
筋
（
奥
義
）」
は
「
音
無
し
の
構
」
と
い
っ
た
意
味
合
を
も
つ
言
の
葉
で
あ
る
。

こ
れ
を
も
っ
て
、
不
備
は
心
得
て
い
る
が
、
終
稿
後
の
御
質
問
に
、
筆
者
の
拙
い
お
答
を
申
し
上
げ
ま
し
て
、
曽
祖

母
が
語
っ
た
飯
能
戦
争
事
績
を
完
稿
致
し
ま
す
。
御
賢
察
御
理
解
賜
り
ま
す
れ
ば
、
望
外
の
こ
と
に
存
じ
ま
す
と
と
も

に
御
笑
読
下
さ
れ
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

水
無
月

八
日

誌（
以
上
）


